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Research Abstract 本研究は、聴覚障害のある⼦どもを持つ保護者を対象に、発⾒から診断までの傾向を明らかにし、⼦どもの療育に関わる医療、保健、療育、教育各機関での実
際の対応と、各機関に何を望むのかについての保護者のニーズを質問紙調査したものである。 
調査の結果、以下の点が明らかになった。第⼀に、⼦どもの障害の発⾒者は家族であることが多く、1歳6ヶ⽉までに70%が発⾒されていた。このことから、早
期からの家族⽀援の必要性が⽰された。第⼆に、各機関の対応についての保護者に対する質問紙調査から医療機関と保健機関において、「⼼理的ケア」と「家
族⽀援」の項⽬に落ち込みが⾒られ、⼦どもに障害が発⾒され、保護者が最初に出会うこれらの機関に対して、家族に寄り添うような⼼理的⽀援が必要である
ことが、調査結果より明らかとなった。第三に、保護者に対するインタビュー調査により、療育システムに対して障害のある⼦を持つ保護者が要望することと
して「⼼理的ケア」や「家族⽀援」に加えて、療育内容や研究会などの「情報提供」と、医療、保健、療育、教育「各機関の連携」が挙げられた。 
これらの結果を踏まえて、保護者への療育機関に関する情報提供に特化した第3者機関を早期療育システムに組み込むことにより,保護者の選択と決定を可能に
するモデルの提案を⾏った。また,「⼼的ケアと家族⽀援」と機関相互の「連携」に対するニーズに応えるには,特別⽀援教育コーディネーターと保健師が協働
し,障害のある乳幼児とその保護者に対する働きかけを⾏うことに⼤きな期待が持てることが⽰唆された。
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